
令和７年度 第２回板倉区地域協議会 次第 

 

 

日時：令和７年５月２７日(火) 

午後６時～ 

場所：板倉区総合事務所 

２０１・２０２会議室 

 

 

１ 開  会  

 

 

２ 会長あいさつ 

 

 

３ 自主的な審議 

(１) 板倉区高齢者アンケート（案）について 

(２) 地域フォーラム（仮称）について 

 

 

４ 報告事項 

   ・ 農業経営基盤強化の促進に関する計画「地域計画」について 

 

 

５ そ の 他 

 

 

６ 閉  会 
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上越市創造行政研究所
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地区別まちづくりワークショップについて



地区別まちづくりワークショップのねらい

2

＜背景（現状・課題）＞　人口減少 → 全国共通の最重要課題、早急に対応しなければならない課題　　　　　　 ※ 少しでも早期に具体的な対策に取り組んでいかなければ、ますます状態は深刻化　　　　　　（若者が少ない中山間地は、より深刻な状況。支援できる人がますますいなくなる。）
＜取組の方向性＞　人口減少を緩やかにするには 　　➡　住民が流失しない、また、他の地域から来てもらえる環境づくりが必要　　 ➡　地域住民自ら住みやすい地域にしていくことが重要　　　　（地域住民が住みやすいと思わないと、人口の維持や移住者の確保につながらない。）　　方策として　　 ➡ 　まずは、地域の中で思いを共有するとともに、協力し合う、支援し合う仕組みをつくる 　　　　（そうすることが、状況改善の糸口となる。）　　 ➡ 　地域活動の中核を担う組織づくりや人材を育成する取組を推進（小さな取組の積み重ね）　　 ⇒ 　移住・定住につながる

地域住民が住みやすい
地域をつくる

移住・定住
につなげる人口減少の緩和（人口の安定化）

持続可能な地域づくり
＜取組のねらい＞　

総合事務所と上越市創造行政研究所が連携し、定住促進をテーマにヤング・ベテランチームに分かれて住民ワークショップを実施　❶ 人口減少の将来予測と対策に取り組んだ場合における人口の改善　 想定の提示　　➡ 人口減少という課題意識の共有❷ 対策に取り組むに当たっての地域資源の確認と解決方策の検討　　➡ 地域の中で連携し取り組むことの重要性の確認

地区別まちづくり支援事業（R5～） R5：大島・浦川原・牧区で実施



ワークショップの流れ

3

■６月　職員事前研修
人口・就農診断、地元天気図WSシミュレーション

区内の人口及び就農の現状分析と将来予測、ワークショップの進め方、「地元天気図」の活用方法について学びます。

地域の現状を把握する 「地元天気図WS❶」
■７月　
定住を実現する上で、地域の強み、弱み、連携不足などの現状を「天気図」にまとめ、地域の現状を見える化します。

農林（漁）コミュニティ・その他 商工・観光福祉子育て・教育

大島保育園
大平駐在所

より広域を活動範囲とする団体市全体や市外

地域の中心となるコミュニティ（地域自治区）

より小さなコミュニティと同等の範囲を活動範囲とする団体

東頸消防署上越地域振興局上越東農林事務所
市農林水産部市農業委員会

ＮＯＳＡＩ新潟県上越支所

大島小学校
大島中学校

大島診療所

防災・交通・エネルギー

高校・大学

地域の中心となるコミュニティ（昭和の合併前の村、小学校区など）

東頸中学校(R6.4統合）

市地域政策課 上越警察署
市消防団

大 島 区 総 合 事 務 所

大島区町内会長連絡協議会
お大島区老人クラブ連合会

中央病院ほか
上越市社会福祉協議会

上越市社会福祉協議会大島支所

大島村歯科診療所

特別養護老人ホームほくら園

菖蒲地区振興協議会

JAえちご上越 北越急行㈱
東頸バス
(有)浦川原タクシー

(農)菖蒲生産組合

（公財）大島農業振興公社

JAえちご上越大島支店

地区公民館分館⑷

大 島 ま ち づ く り 振 興 会

活動組織⒁（多面的交付金） 集落協定⑹
(中山間地域等直払)

旭商店町内会 (24) 老人会 農家組合

自主防災組織⑷

ほくほく大島駅

地域包括支援センター（拠点・浦川原）

大島地域包括支援センター（サテライト）

市防災士会大島支部

市交通安全協会大島支部

消防部⑻

大島方面隊分団⑵

市消防団大島方面隊

大島青空市場

やまざと暮らし応援団

里山イノベーション研究会
細越平生会

大島区（ベ）

¥ ¥

￥

大島っ子を育む会 大島農業振興会
ＪＡえちご上越大島青年部

大島区認定農業者会

猟友会（東頸城支部）

大島地区振興協議会
保倉地区振興協議会 旭地区協議会

仁上ほたるの会￥

￥

￥ ￥

￥

(農)上達生産組合
(株)アグリグロー

大島地区公民館
ほくら園居宅介護支援事業所
大島デイサービスセンター 大島コミュニティプラザ

越後田舎体験おおしまふるさと体験協議会

青年・壮年会

(株)小山建設

低
￥

旭農業振興会

やまざくら

郵便⑷

大浦安商工会

区内建設業者
区内企業

市産業部市文化観光部

ゆきぐに森林組合

庄屋の家
飯田邸

ほたる公園
菖蒲高原

￥

板山不動尊

民宿⑷

田麦ぶなの森園

大島ふれあい館（体育施設）
大島生涯学習センター

合唱グループ

放課後児童クラブ
低

低

低

低

低

高

高

高

高

高高

高
低低

低

低
低

低

低低

低
低

低
低

低低 低低
低

低

高

高
高

高

高
高

高

高高

高

台

地域住民

・医師高齢化・先生の高齢化により受診者が減少

・行政・住民・サービス事業の関係性

ふれあい会館有効な利用

・学校がなくなってさみしい・合併して浦川原へ行くことで大島の良さを学べるのか
・人数が少なく、自分の好きなスポーツ等選べない

・利用者の減少・働く人の確保

大きい病院へすぐつないでくれる

活用されていない

高

地区全体としてのつながりがない

各地区での取組がつながっている

高
PRが上手く集客力が高い

人がいない

低
・テレビの影響力はすごい！・若い人たちが頑張っている

美人林と比べられ、地域資源があるのにもったいない

台 台
地域資源が豊富 地域資源があるが、活かせていない

役員のなり手がなく、老人会が消滅

唯一のスーパー
時間が短いお客さんが外に出て買う

低

地域住民の関りと連携

公共交通足の拠点

次年度2部→1,2,3合同になるため
若い人が色々な活動をしていて、とても良い

個人農家

働く場所

働く場所

働く場所

働く場所

子育て支援

子育て支援

若いお母さんの集いの場

若いお母さんの集いの場

若いお母さんの集いの場
30代女性集いの場

30代女性集いの場
30代女性集いの場

30代女性集いの場

定住の窓口

定住の窓口

定住の窓口子育て支援

定住の窓口薬師岳 高
トコロテン 高高

低

低

地域の目指す将来像を考える「地元天気図
WS❷」定住を実現するためのアイデアを出し合う
WS❸

■８～９月　

人口の年代別の増減の背景を考え、定住を増やす上での強みと弱みを検討し、今後の定住促進の方向を考えます。

地域の未来について語る（成果発表）
■１１月

本年度の予測や分析、検討成果を報告し、地区全体で共有し、今後の地区別定住戦略につなげて行きます。



区ごとに人口を安定化させるために必要な定住増加目標を設定します。人口安定化のためには実際どのくらいの定住を増加させればよいか、地区ごとに「これならできる」と思われる組み合わせを考えます。

人口・就農診断



　様々な先行事例から、今後の地域の取り組みには、分野を横断した手法（ 「事業内容」 、「お金の使い方」など）が必要だと考えられます。　そのためには地域の仕組みも分野横断を可能にするものを目指す必要があります。
　地域の仕組みを団体や人材の繋がり、お金の流れから明らかにする（＝見える化する）ことで、自分の地域の仕組みをどうしていきたいか（今の課題に取り組むためにはどうあれば良いか）を考えるための材料として活用します。

農林（漁）コミュニティ・その他 商工・観光福祉子育て・教育

大島保育園
大平駐在所

より広域を活動範囲とする団体市全体や市外

地域の中心となるコミュニティ（地域自治区）

より小さなコミュニティと同等の範囲を活動範囲とする団体

東頸消防署上越地域振興局上越東農林事務所
市農林水産部市農業委員会

ＮＯＳＡＩ新潟県上越支所

大島小学校
大島中学校

大島診療所

防災・交通・エネルギー

高校・大学

地域の中心となるコミュニティ（昭和の合併前の村、小学校区など）

東頸中学校(R6.4統合）

市地域政策課 上越警察署
市消防団

大 島 区 総 合 事 務 所

大島区町内会長連絡協議会
お大島区老人クラブ連合会

中央病院ほか
上越市社会福祉協議会

上越市社会福祉協議会大島支所

大島村歯科診療所

特別養護老人ホームほくら園

菖蒲地区振興協議会

JAえちご上越 北越急行㈱
東頸バス
(有)浦川原タクシー

(農)菖蒲生産組合

（公財）大島農業振興公社

JAえちご上越大島支店

地区公民館分館⑷

大 島 ま ち づ く り 振 興 会

活動組織⒁（多面的交付金） 集落協定⑹
(中山間地域等直払)

旭商店町内会 (24) 老人会 農家組合

自主防災組織⑷

ほくほく大島駅

地域包括支援センター（拠点・浦川原）

大島地域包括支援センター（サテライト）

市防災士会大島支部

市交通安全協会大島支部

消防部⑻

大島方面隊分団⑵

市消防団大島方面隊

大島青空市場

やまざと暮らし応援団

里山イノベーション研究会
細越平生会

上越市大島区

¥ ¥

￥

大島っ子を育む会 大島農業振興会
ＪＡえちご上越大島青年部

大島区認定農業者会

猟友会（東頸城支部）

大島地区振興協議会
保倉地区振興協議会 旭地区協議会

仁上ほたるの会￥

￥

￥ ￥

￥

(農)上達生産組合
(株)アグリグロー

大島地区公民館
ほくら園居宅介護支援事業所
大島デイサービスセンター 大島コミュニティプラザ

越後田舎体験おおしまふるさと体験協議会

青年・壮年会

(株)小山建設

￥

旭農業振興会

やまざくら

郵便⑷

大浦安商工会

区内建設業者
区内企業

市産業部市文化観光部

ゆきぐに森林組合

庄屋の家
飯田邸

ほたる公園
菖蒲高原

￥

板山不動尊

民宿⑷

田麦ぶなの森園

薬師岳
トコロテン

大島ふれあい館（体育施設）
大島生涯学習センター

合唱グループ

放課後児童クラブ

〈なぜ 「地元関係図」 をつくるのか〉

特定の地域について、団体・組織とその周辺を階層（縦軸）と分野（横軸）ごとに記載しそれらの関係性（ヒト・モノ・カネの関係）を地区内網羅的に図示するもの。

「地元関係図」の作成　（※作成済み）



農林（漁）コミュニティ・その他 商工・観光福祉子育て・教育

いたくら保育園

板倉交番

より広域を活動範囲とする団体市全体や市外

地域の中心となるコミュニティ（地域自治区）

より小さなコミュニティと同等の範囲を活動範囲とする団体

板倉小学校

板倉中学校

防災・交通

地域の中心となるコミュニティ（小学校区）

市町内会長連絡協議会
市消防団

板　倉　区　総　合　事　務　所　・　板　倉　区　地　域　協　議　会

板倉区町内会長連絡協議会

市社会福祉協議会

市社会福祉協議会板倉支所

特養  いたくら桜園

針地区連絡　協議会 9町内会

JAえちご上越頸南営農センター

頸南バス(株)くびき野バス
(株)

ＪＡえちご上越　板倉支店

板倉地区公民館分館(2)

　　　　　　　　ＮＰＯ 　板倉まちづくり振興会（総務・文化事業部、市民生活・福祉事業部、産業観光・建設事業部、まちづくり創成事業部）

活動組織 (21)（多面的交付金） 集落協定 (2)
(中山間地域等直払)

町内会(50) 老人クラブ
(9) 農家組合

自主防災組織 

市防災士会板倉支部

市交通安全協会板倉支部

消防部(10)

板倉方面隊分団 (2)

市消防団板倉方面隊

板倉区

協集

板倉青少年育成会

ＪＡえちご上越板倉青年部・女性部
板倉区認定農業者会

山部地区連絡協議会 7町内会
寺野地区連絡協議会 7町内会

宮島地区連絡協議会 9町内会

板倉地区公民館

板倉居宅介護支援事業所
みやじまの里 清心荘

板倉コミュニティプラザ

(有)穂海農耕
田中産業(株)

(株)LightField

郵便局（2）

上越南商工会
(板倉、三和、清里、牧、中郷)

区内事業者

頸南森林組合（妙高市、中郷、板倉）

ゑしんの里記念館　　
やすらぎ荘

板倉北部スポーツセンター

放課後児童クラブ

筒方地区連絡協議会 6町内会

子育てひろば
居宅介護支援事業所いたくら桜園

板倉生活支援ハウス

猟友会（上越支部）

農業生産組合
用水組合 機械利用組合

市防災士会

豊原地区連絡協議会 9町内会

板倉農業者トレーニングセンター

集落営農型農業法人（7）

光ヶ原高原ファン倶楽部

板倉区農業振興会

関川水系土地改良区

板倉子ども育成会連絡協議会（7）
板倉スポーツクラブ（3）

上越あたご地域包括支援センター板倉（サテライト）

板倉ふれあい工房

第四北越銀行板倉支店

新井信用金庫板倉支店

板倉区予約型コミュニティバス

子ども会

豊原小学校

各小中学校運営協議会

PTA

PTA

PTA

各活動団体（サークル含む）

板倉地区食生活改善推進委員会

県立有恒高校

板倉地区運動普及推進協議会

板倉区生活環境協議会
板倉ふれあいまつり実行委員会

そば生産組合（3）
どうがたの郷特産物生産組合

いたくら亭

民

市民生委員児童委員協議会連合会 市防犯協会

板倉区防犯協会

県立上越特別支援学校有恒学舎



定住を実現する上で、地域の強み、弱み、連携不足などの現状を「天気図」にまとめ、地域の現状を見える化します。
農林（漁）コミュニティ・その他 商工・観光福祉子育て・教育

大島保育園
大平駐在所

より広域を活動範囲とする団体市全体や市外

地域の中心となるコミュニティ（地域自治区）

より小さなコミュニティと同等の範囲を活動範囲とする団体

東頸消防署上越地域振興局上越東農林事務所
市農林水産部市農業委員会

ＮＯＳＡＩ新潟県上越支所

大島小学校
大島中学校

大島診療所

防災・交通・エネルギー

高校・大学

地域の中心となるコミュニティ（昭和の合併前の村、小学校区など）

東頸中学校(R6.4統合）

市地域政策課 上越警察署
市消防団

大 島 区 総 合 事 務 所

大島区町内会長連絡協議会
お大島区老人クラブ連合会

中央病院ほか
上越市社会福祉協議会

上越市社会福祉協議会大島支所

大島村歯科診療所

特別養護老人ホームほくら園

菖蒲地区振興協議会

JAえちご上越 北越急行㈱
東頸バス
(有)浦川原タクシー

(農)菖蒲生産組合

（公財）大島農業振興公社

JAえちご上越大島支店

地区公民館分館⑷

大 島 ま ち づ く り 振 興 会

活動組織⒁（多面的交付金） 集落協定⑹
(中山間地域等直払)

旭商店町内会 (24) 老人会 農家組合

自主防災組織⑷

ほくほく大島駅

地域包括支援センター（拠点・浦川原）

大島地域包括支援センター（サテライト）

市防災士会大島支部

市交通安全協会大島支部

消防部⑻

大島方面隊分団⑵

市消防団大島方面隊

大島青空市場

やまざと暮らし応援団

里山イノベーション研究会
細越平生会

大島区（ベ）

¥ ¥

￥

大島っ子を育む会 大島農業振興会
ＪＡえちご上越大島青年部

大島区認定農業者会

猟友会（東頸城支部）

大島地区振興協議会
保倉地区振興協議会 旭地区協議会

仁上ほたるの会￥

￥

￥ ￥

￥

(農)上達生産組合
(株)アグリグロー

大島地区公民館
ほくら園居宅介護支援事業所
大島デイサービスセンター 大島コミュニティプラザ

越後田舎体験おおしまふるさと体験協議会

青年・壮年会

(株)小山建設

低
￥

旭農業振興会

やまざくら

郵便⑷

大浦安商工会

区内建設業者
区内企業

市産業部市文化観光部

ゆきぐに森林組合

庄屋の家
飯田邸

ほたる公園
菖蒲高原

￥

板山不動尊

民宿⑷

田麦ぶなの森園

大島ふれあい館（体育施設）
大島生涯学習センター

合唱グループ

放課後児童クラブ
低

低

低

低

低

高

高

高

高

高高

高
低低

低

低
低

低

低低

低
低

低
低

低低 低低
低

低

高

高
高

高

高
高

高

高高

高

台

地域住民

・医師高齢化・先生の高齢化により受診者が減少

・行政・住民・サービス事業の関係性

ふれあい会館有効な利用

・学校がなくなってさみしい・合併して浦川原へ行くことで大島の良さを学べるのか
・人数が少なく、自分の好きなスポーツ等選べない

・利用者の減少・働く人の確保

大きい病院へすぐつないでくれる

活用されていない

高

地区全体としてのつながりがない

各地区での取組がつながっている

高
PRが上手く集客力が高い

人がいない

低
・テレビの影響力はすごい！・若い人たちが頑張っている

美人林と比べられ、地域資源があるのにもったいない

台 台
地域資源が豊富 地域資源があるが、活かせていない

役員のなり手がなく、老人会が消滅

唯一のスーパー
時間が短いお客さんが外に出て買う

低

地域住民の関りと連携

公共交通足の拠点

次年度2部→1,2,3合同になるため
若い人が色々な活動をしていて、とても良い

個人農家

働く場所

働く場所

働く場所

働く場所

子育て支援

子育て支援

若いお母さんの集いの場

若いお母さんの集いの場

若いお母さんの集いの場
30代女性集いの場

30代女性集いの場
30代女性集いの場

30代女性集いの場

定住の窓口

定住の窓口

定住の窓口子育て支援

定住の窓口薬師岳 高
トコロテン 高高

低

低

定住推進のために、どこを伸ばし、どこを改善し、どこをつなぎ直せばよいか、みんなで共有する

地域の現状を把握する　「地元天気図ワークショップ」



人口の年代別の増減の背景を考え、定住を増やす上での強みと弱みを検討し、今後の定住促進の方向を考えます。地元において集落ごとや分野・組織・施設ごと、そして年代ごとに存在している底力を、地域全体としてつなぎ直していくことが大切です。

定住を実現するためのアイデアを出し合う



9

スケジュール（案）　　※5/26現在
取組内容 役割分担 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

ス
タッ
フ研

修
スタッフ研修
情報共有会

総合事務所
上創研

ワー
ク

ショ
ップ

ワークショップ
成果発表会

住民 ❶ ❷ ❸

総合事務所

上創研
他 情報発信 上創研

WS参加
会場手配・設営ファシリテーターまとめ支援

7/14（仮）研修 成果・課題共有次回WS準備

仮）成果発表

意見交換

全体運営設営補助
J・PRU　Newsほか　随時発信

関係者打合せ

話し合いの継続仮）成果発表
全体運営

データ分析ヒアリング 8/19（仮）



農業経営基盤強化の促進に関する計画
「 地域計画 」について

令和７年５月

板倉区総合事務所 産業グループ

資料２－１



１ 地域計画策定の経緯

１

「地域計画」は、⼈⼝減少や高齢化が進むにつれ、農業従事者が減少し、地域の農地を維持していくことが年々難しくなっている状況を踏まえ、

人と農地の問題を地域で解決していくための将来予想図として、令和５年４月に施行された改正農業経営基盤強化促進法により、令和５～６年度

の２か年をかけて、全国の市町村で策定に取り組んできました。

当市においては、令和５年１１月から令和６年１２月まで、市内２５地区で農業者等による協議の場（地域懇談会）を開催し、地域の課題と今

後の営農体制の方向性の共有、１０年後の農地の将来像（目標地図）の話し合いを行ってきました。

当市における地域計画の概要

⑴ 計画策定区域

地域自治区を単位に２５計画

（ほぼ全域が市街化区域である高田区･直江津区･八千浦区は、隣接する他区に含める）

⑵ 地域懇談会の参加者

地域の中心的な農業者（認定農業者等）、農家組合長、ＪＡえちご上越、土地改良区、新潟県、農業委員会、市

⑶ 結果の公表等

・協議の実施状況 ・・・ 市ホームページで公表

・地域計画の公表 ・・・ 令和７年４月１日に全計画を公告（市ホームページでも公表）



２ 各区での地域懇談会の開催

（主な意見･課題）

・担い手不足や法⼈の後継者不足、農地の集約の必要性、農業用施設の老朽化。

・多面的機能を有する水田等について、その機能を発揮できるように、農業者以外の草刈りや用水普請などへの参加。

・担い手だけでは農地の維持はできない。草刈りや用水普請などは、やはり集落の方からやってもらわないと、担い手の手が回らない。

・個⼈で農業を続けていくのはもう限界がある。機械類も高騰しており、個⼈で買うのは無理。法⼈化などの取組はすぐに必要。

・集落の方から、高齢化により、草刈りや用水普請がもうできないので、担い手にやってもらいたいという話が出ている。

・現在、認定農業者などの担い手になっている者でも、高齢化しており、10年後にはリタイアしていることが濃厚。10年後を想像すること

自体が難しい。

・昭和の時代にほ場整備をしたところは、農業施設が機能しなくなってきており、再整備が必要。

・20年ほど前から法⼈化が進んできたが、法⼈化した経営体も、後継者がいない。

２

～令和5年度末（令和6年3月末） ～令和6年度上期（令和6年8月末） ～令和6年度下期（令和6年12月末）

高士区 谷浜・桑取区

柿崎区 吉川区 名立区

金谷区 春日区 三郷区

和田区 大島区 牧区 大潟区

新道区 諏訪区 津有区 有田区 保倉区 北諏訪区 安塚区

浦川原区 頸城区 中郷区 板倉区 清里区 三和区



３ 今後の地域計画の管理について

３

地域計画は、一度作って終わりで

はなく、今後も見直しを行い、内容

をブラッシュアップしていくことが

求められています。

当市では、年に１回、各地区の中

心的な担い手を集め、協議の場（地

域懇談会）を開催し、「地域計画の

記載内容に変更が必要な点がない

か」「農地の集約化が図られるほ場

がないか」などの視点から協議を行

い、地域計画と目標地図のブラッ

シュアップ（効率的な農地利用の推

進）を図っていく方針です（必要に

応じて、地域計画の変更公告を行い

ます）。

地域計画の変更が必要なケース

農地の集約化



１　地域における農業の将来の在り方

（１）　地域計画の区域の状況

ｈａ

ｈａ

ｈａ

ｈａ

④　区域内において、規模縮小などの意向のある農地面積の合計 ｈａ

⑤　区域内において、今後農業を担う者が引き受ける意向のある農地面積の合計 ｈａ

（参考）区域内における○才以上の農業者の農地面積の合計 ｈａ

　うち後継者不在の農業者の農地面積の合計 ｈａ

（２）　地域農業の現状及び課題

（３）　地域における農業の将来の在り方（作物の生産や栽培方法については、必須記載事項）

２　農業の将来の在り方に向けた農用地の効率的かつ総合的な利用に関する目標

％

目標年度 令和16年度

市町村名
(市町村コード)

上越市

(15222)

地域名
（地域内農業集落名）

板倉区

（針、関根、横町、下田屋・上中島新田、下米沢、南中島、小石原、熊川、吉増、山越、米増、山部、中之宮、釜
塚、不動新田、菰立、下久々野、西久々野、上久々野、柄山、猿供養寺、東山寺、機織、宮島、中四ツ屋、曽
根田、国川、福王寺、田屋、上沢田、下沢田、別所、栗沢、大野新田、下筒方、上関田、下関田、達野、高野、
坂井、長塚、上長嶺、下長嶺、上福田新田、戸狩、稲増、田井）

参考様式第５－２号

地域計画

策定年月日 令和7年3月31日

更新年月日
（　　　　　）

57

-

-

-

（備考）

注１：①については、農業振興地域担当部局と調整の上、記載してください。
　 ２：②及び③については、農業委員会の農地台帳の面積（現況地目）に基づき記載してください。
 　３：④については、規模縮小又は離農の意向のある農地面積を記載してください。
　 ４：⑤については、区域内に特定することができない場合には、引き受ける意向のあるすべての農地面積を記載の上、
　  備考欄にその旨記載してください。
 　５：（参考）の区域内における○才以上の農業者の農地面積等については、できる限り記載するように努めてください。
 　６：「区域内の農用地等面積」に遊休農地が含まれている場合には、備考欄にその面積を記載してください。

注：「地域名」欄には、協議の場が設けられた区域を記載し、農林業センサスの農業集落名を記載してください。

区域内の農用地等面積（農業上の利用が行われる農用地等の区域） 1427

①　農業振興地域のうち農用地区域内の農地面積 1427

②　田の面積 1250

③　畑の面積（果樹、茶等を含む） 153

現状の集積率 58.9 ％ 将来の目標とする集積率 90.0

（３）農用地の集団化（集約化）に関する目標

　当地域は、上越市の南部に位置し、合併前の上越市、清里区、妙高市、長野県飯山市と接しており、約3割が大熊川、別所川の扇状地で形成
された平野部、残りの約7割が山間地域で、両河川沿いに点在する50の集落から成っている。
　令和6年12月31日現在の人口は5,832人、世帯数は2,155世帯、高齢化率は39.8％となっており、今後6年後に約3％の上昇が見込まれ、また、
農業従事者も2020年から10年後には半減すると推計される中、担い手の確保と、地域内外の担い手への農地の集積・集約化が喫緊の課題と
なっている。
　中山間地域においては、役員のなり手不足や鳥獣被害のほか、一部は天水田という生産条件下にもあり、用水確保に困難な場所がある。
　このようなことから、持続的な農地利用を確保していくためには、地域で定期的に利用状況を確認し、地域内の担い手はもとより、地区外の認
定農業者や農業法人と連携を図りながら、将来へ受け継いでいく農地を維持していく仕組みづくりを進めると同時に、圃場整備による効率化や
農業用施設の機能強化を図る必要がある。

　当地域の平野部については、農業と共に生活する担い手の確保・育成を図るため、状況に応じて圃場整備による大区画化を進め、法人化や
農地集積を図るほか、地域の主要作物である水稲の安定生産を維持するとともに、農業所得の向上を図るため、高収益作物との複合経営を推
進する。
　一方、中山間地域においては農業を維持していくため、地域の主要作物である水稲を安定的に生産するとともに、農業所得の向上を図るた
め、そばや野菜等との複合営農を推進していく。
　また、労働力不足に対応していくため、地域内の担い手はもとより、意欲ある地域外の農業法人等への農地の集積・集約化を進めるなど、地
域内外の多様な人材の確保・育成を進めながら地域農業を維持していく。

（１）農用地の効率的かつ総合的な利用に関する方針
　地区内外の担い手（認定農業者や新規就農者など）の計画的な規模拡大につながるよう、地域と連携して農地の集積・集約化を進める。

（２）担い手（効率的かつ安定的な経営を営む者）に対する農用地の集積に関する目標

　担い手同士の農地交換等を通じて、農地の効率的な利用を促進する。

101025
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以下任意記載事項（地域の実情に応じて、必要な事項を選択し、取組内容を記載してください）

４　地域内の農業を担う者一覧（目標地図に位置付ける者）

ha ha ha ha
ha ha ha ha
ha ha ha ha
ha ha ha ha

５　農業支援サービス事業者一覧（任意記載事項）

６　目標地図（別添のとおり）

７　基盤法第22条の３（地域計画に係る提案の特例）を活用する場合には、以下を記載してください。

　農業経営の縮小や離農、農作業の効率化による農地の交換などの際は、農地中間管理機構を活用し、農地の最適化を進める。

（３）基盤整備事業への取組
　多様な担い手のニーズを踏まえ、地域や関係者の意向を確認した中で、国・県補助事業等を活用し、農地の大区画化等の基盤整備を進め
る。

（４）多様な経営体の確保・育成の取組
　地区内外から多様な経営体を受け入れ、農業関係機関・団体と連携し、農地の確保や栽培技術の指導、各種補助制度を活用した支援など、
相談から定住までの幅広い取組を展開する。

（５）農業協同組合等の農業支援サービス事業者等への農作業委託の取組

３  農業者及び区域内の関係者が２の目標を達成するためとるべき必要な措置

（１）農用地の集積、集団化の取組
　地区内外の担い手（認定農業者や新規就農者など）の計画的な規模拡大につながるよう、地域と連携して農地の集積・集約化を進める。

（２）農地中間管理機構の活用方法

⑥燃料・資源作物等 ⑦保全・管理等

【選択した上記の取組内容】

　農作業の効率化や労働力不足の解消を図るため、必要に応じて地区外の農業法人等に農作業の一部を委託し、農地の継続的な利用を図
る。

①鳥獣被害防止対策 ②有機・減農薬・減肥料 ⑤果樹等

⑩その他

③スマート農業

⑧農業用施設

④畑地化・輸出等

⑨耕畜連携等

①中山間地域において、イノシシ等の被害を抑止するため、「電気柵による鳥獣の侵入防止」と「鳥獣が出没しにくい環境づくり」を地域全体で実
践していく。
③平場の大規模ほ場においては、ドローン技術などのスマート農業を積極活用し、農作業の省力化に取り組む。
⑤中山間地域を主に、そばを活かした商品開発や生産者と消費者をつなぐイベントの開催を通して地域農業の活性化を図っていく。また、光ヶ
原高原ではトマト、人参、大根、枝豆栽培に引き続き取り組む。
⑦災害時による被害拡大を回避するために水路を中心とした農業用施設の維持管理に努めていく。

属性
農業を担う者
（氏名・名称）

現状
10年後

（目標年度：令和 年度）

経営作目等 経営面積
作業受託

面積
経営作目等 経営面積

作業受託
面積

目標地図
上の表示

備考

別紙のとおり

計
注１：「属性」欄には、認定農業は「認農」、認定新規就農者は「認就」、法人化を行うことが確実であると市町村が判断する
　　集落営農は「集」、基本構想水準到達者は「到達」、農業協同組合は「農協」、農業支援サービス事業者（農協を除く）は
　　「サ」、上記に該当しない農用地等を継続的に利用する者は「利用者」の属性を記載してください。
　２：「経営面積」「作業受託面積」欄には、地域計画の対象地域内における農業を担う者の経営面積、作業受託面積
　　を記載してください。
　３：農業を担う者に位置付ける場合は、できる限りその者から同意を得ていること。
　４：作業受託面積には、基幹３作業の実面積を記載してください。なお特定農作業受託面積は、作業受託面積に含めず、
　　経営面積に含めてください。
　５：備考欄には、農業を担う者として位置付けられた者に不測の事態に備えて、代わりに利用する者を記載するよう努め
　　てください。

番号
事業体名

（氏名・名称）
作業内容 対象品目

注１：「農用地所有者等」欄には、区域内の農用地等の所有者、賃借人等の使用収益権者の数を記載してください。
注２：「うち計画同意者数」欄には、同意者数を記載してください。
注３：提案する地区の対象となる範囲を目標地図に明記してください。

農用地所有者等数（人） うち計画同意者数（人・％）
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1 ha ha ha ha Ｙ
2 ha ha ha ha Ｚ
3 ha ha ha ha ＡＡ
4 ha ha ha ha ＡＢ
5 ha ha ha ha ＡＣ
6 ha ha ha ha ＡＦ

7 ha ha ha ha Ｋ

8 ha ha ha ha Ｏ

9 ha ha ha ha Ｑ

10 ha ha ha ha Ｒ

11 ha ha ha ha Ｐ
12 ha ha ha ha Ｄ

13 ha ha ha ha Ｓ

14 ha ha ha ha ＡＩ

15 ha ha ha ha Ｔ
16 ha ha ha ha ＡＫ
17 ha ha ha ha Ｗ
18 ha ha ha ha ＡＬ

19 ha ha ha ha Ｘ

20 ha ha ha ha ＡＪ

21 ha ha ha ha ＡＥ
22 ha ha ha ha ＡＤ
23 ha ha ha ha ＡＨ
24 ha ha ha ha ＡＴ
25 ha ha ha ha ＡＶ
26 ha ha ha ha ＡＭ
27 ha ha ha ha ＡＮ
28 ha ha ha ha ＡＯ
29 ha ha ha ha ＡＲ
30 ha ha ha ha ＡＳ
31 ha ha ha ha ＡＰ

32 ha ha ha ha ＡＱ

33 ha ha ha ha ＡＹ
34 ha ha ha ha ＡＺ
35 ha ha ha ha ＢＡ
36 ha ha ha ha ＢＢ
37 ha ha ha ha ＢＩ
38 ha ha ha ha ＡＷ
39 ha ha ha ha ＡＸ
40 ha ha ha ha ＡＧ

41 ha ha ha ha ＢＣ

42 ha ha ha ha ＢＤ

43 ha ha ha ha ＢＥ

44 ha ha ha ha ＢＨ
45 ha ha ha ha ＢＧ

経営面積
作業受託面

積
目標地図上
の表示

備考

認　就 露地野菜 0.6 0.0 露地野菜

属性
農業を担う者
（氏名・名称）

現状
10年後

（目標年度：令和 年度）

経営作目等 経営面積
作業受託面

積
経営作目等

1.0 0.0
認　農 水稲 1.2 0.0 水稲 1.2 0.0
認　農 水稲、露地野菜 1.3 0.0 水稲、露地野菜

0.7 0.0
認　農 水稲 3.1 0.0 水稲 2.0 0.0

29.8 0.0

認　農 水稲、大豆 3.0 0.0 水稲、大豆 8.1 0.0

認　農
水稲、そば、
露地野菜

29.8 0.0
水稲、そば、
露地野菜

15.9 0.0
認　農 水稲、そば 3.2 0.0 水稲、そば 0.6 0.0
認　農 水稲 16.4 0.0 水稲

103.5 0.0
認　農 水稲 3.5 0.0 水稲 4.4 0.0
認　農 水稲 95.4 0.0 水稲

72.7 0.0

認　農
水稲、大麦、
そば

192.4 0.6
水稲、大麦、
そば

188.9 0.6

認　農
水稲、大豆、
露地野菜

72.7 0.0
水稲、大豆、
露地野菜

0.3 0.0
認　農 水稲、大豆 17.5 0.0 水稲、大豆 17.5 0.0
認　農 水稲、野菜 0.3 0.0 水稲、野菜

69.4 1.2

認　農
水稲、大豆、
施設野菜

63.5 0.0
水稲、大豆、
施設野菜

63.5 0.0

認　農
水稲、大豆、
飼料用米

69.4 1.2
水稲、大豆、
飼料用米

4.4 0.0

認　農
水稲、大豆、
露地野菜

52.4 0.2
水稲、大豆、
露地野菜

52.4 0.2

認　農
水稲、露地野
菜、そば

5.4 0.0
水稲、露地野
菜、そば

13.0 0.0
認　農 水稲 0.4 0.0 水稲 0.4 0.0
認　農 水稲、大豆 13.0 0.0 水稲、大豆

6.0 0.0
利用者 そば 0.0 7.2 そば 0.0 7.2
認　農 水稲、そば 6.1 0.0 水稲、そば

3.5 0.0
認　農 水稲、そば 15.0 0.0 水稲、そば 12.9 0.0
認　農 水稲 1.3 0.0 水稲

1.2 0.0
利用者 水稲 1.2 0.0 水稲 1.1 0.0
利用者 水稲 0.0 0.0 水稲

0.0 0.0
認　農 水稲、そば 19.4 1.3 水稲、そば 19.4 1.3
利用者 そば 0.0 0.0 そば

2.4 0.0

認　農
露地野菜、そ
ば、桑

32.1 0.0
露地野菜、そ
ば、桑

32.1 0.0

利用者 水稲 2.4 0.0 水稲

0.0 6.4
利用者 そば 0.0 1.8 そば 0.0 1.8
利用者 そば 0.0 6.4 そば

1.0 0.0
認　農 水稲、そば 4.1 0.0 水稲、そば 1.1 0.0
利用者 水稲 1.2 0.0 水稲

3.6 0.0
認　農 水稲 1.4 0.0 水稲 2.2 0.0
認　農 水稲、そば 3.6 0.0 水稲、そば

1.8 0.0
利用者 水稲 1.6 0.0 水稲 2.0 0.0
認　農 水稲 1.9 0.0 水稲

0.3 0.0
認　農 水稲、大豆 2.2 0.0 水稲、大豆 2.4 0.0
認　農 水稲、果樹 2.9 0.0 水稲、果樹

3.0 0.0

利用者 水稲、そば 0.0 1.6 水稲、そば 0.0 1.6

認　農
水稲、そば、
加工

3.0 0.0
水稲、そば、
加工

1.7 0.6

認　農
水稲、そば、
露地野菜

3.2 0.0
水稲、そば、
露地野菜

3.2 0.0

認　農
水稲、そば、
露地野菜

1.7 0.6
水稲、そば、
露地野菜

0.0 2.5利用者 そば 0.0 2.5 そば
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経営面積
作業受託面

積
目標地図上
の表示

備考

属性
農業を担う者
（氏名・名称）

現状
10年後

（目標年度：令和 年度）

経営作目等 経営面積
作業受託面

積
経営作目等

46 ha ha ha ha Ｅ
47 ha ha ha ha Ｍ
48 ha ha ha ha Ｈ
49 ha ha ha ha Ｆ
50 ha ha ha ha Ｇ
51 ha ha ha ha Ｌ
52 ha ha ha ha Ｎ
53 ha ha ha ha Ａ
54 ha ha ha ha Ｃ
55 ha ha ha ha Ｉ
56 ha ha ha ha Ｊ
計 ha ha ha ha

14.6 0.0
認　農 水稲、大豆 12.1 0.0 水稲、大豆 12.1 0.0
利用者 水稲、施設野菜 14.6 0.0 水稲、施設野菜

認　農 水稲、施設野菜 11.9 0.0 水稲、施設野菜 10.6 0.0

3.5 0.0
利用者 水稲 8.5 0.0 水稲 8.5 0.0
認　農 水稲 3.2 0.0 水稲

7.7 0.0
認　農 水稲、露地野菜 2.8 0.0 水稲、露地野菜 2.8 0.0
認　農 水稲、そば 8.1 0.0 水稲、そば

2.2 0.0
認　農 水稲 1.9 0.0 水稲 1.8 0.0
認　農 水稲、そば 1.9 0.0 水稲、そば

1.1 0.0
認　農 水稲、露地野菜 1.8 0.0 水稲、露地野菜 6.1 0.0
認　農 水稲 1.1 0.0 水稲

816.4 23.4 821.4 23.4



凡例

地域内の農業を担う者

W

X

Y

Z

AA

AB

AC

D

AD

AE

AF

K

AG

AH

AI

O

P

AJ

Q

R

S

AK

AL

AM

U

その他耕作者

地域計画 板倉区 針地区

目標地図

101025
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